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自 由 論 叢

国 際 酵 素 学 会 見 聞 記

 あらゆる生命現象を媒介す る酵素の研究は何 といつ

ても生化学の中心課題であつて,わ が国でのこの分野

平     友  恒
静

蔚本 学 教 授 ,

における研究は国際的にも高 く評価 されてお り,し か

も酵素を利用する醸酵工業が古 くか ら発達 していると

い う点が重視されて今回の国際会議 の日本での開催が

実現 されたものである。
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 この国際的な学会の開催にはこ年前か ら,理,医,

農の各専問学者か ら成る準備委員会が組織され,着 々

と準備がすすめ られた もので,わ が国の研究陣か ら提

出された多数の演題についても慎重な予備討議が行わ

れ,こ れ らを31題 にしぼつて国際会議上で発表す るこ

とになつた。

 開会式は神田の共立講堂で行われ,講 演発表はまず

東京で,10月15日 か ら18日 まで,続 いて会場を京都に

移 して21日 か ら23日 まで行われた。 またそのほか各地

でも10回 に上 る非公式のシンポジウムが もたれたが,

何れの場合 も講演は英,独,仏 の三国語に限定 して発

表 された。

 会員にはそれぞれ同 じマークのバ ッチ と名札が渡さ

れ会員外の出席は認め られないのが原則 とな つ て い

た。 会場に入つて 先つ 目についたのは 国際酵素会議

Unternational Sympodium an Enzyme chemistry)

の略字1.S.E.C.の4字 が正面の幕に輝いているこ

とであつた。会場では外人学者が前方に陣取 りその後

方に日本の会員の席が設 らけれていた。当 日の出席数

は外人が130人,日 本の会員が800人 と聞いている。開

会式は午後2時 に始 まり,報 道陣 のフラツシの制限下

に静粛に行われた。まず児玉桂三会長の開会の辞,つ

いで茅 日本学術会長の観迎の辞,つ づいて国際生化学

会議長Florkin博 士の祝辞,松 永文部大臣の祝辞な

どがあつて,特 別講演に移つた。 米国Pensylvenia

大学Chance博 土は"cytochromeの 性質 と作用にっ

いて講演 し,東 大田宮教授は 日本 の学者を代用 し"日

本における酵素資源 としての麹"と 題 して味噌,醤 油,

納豆,清 酒等酵素を利用 した食品を食膳の上にあしら

つた図を示 して,こ れ らの食品を 日本人の食生活 と組

合せながら流暢な英語で説明された。 このよ うにして

午後4時 に開会式が終了,6時 か らは椿山花で レセプ

ションが催 された。椿山花は故山県公の別荘で,日 本

の庭園 としては代表的なものであ る。外人学老はそれ

ぞれ夫人同伴で出席 し,そ ば,お でん,す し等に舌鼓

を うち,日 本の清酒や麦酒を賞讃 していた。また開宴

中は各地方の音頭をかけ,そ れにあはせて,揃 い0)か

す りを着た田舎娘の踊 りがつ ぎつ ぎとあつて賑かであ

つた。その間若い人達は同 じ専問の外人学者 と交歓に

つとめていた。

 一般講演は東京で4会 場,京 都では3会 場に分れて

行われ,座 長(Chairman)は 外人学者があた り通訳

が附いていた。講演はあ らか じめ プリン トが渡 されて

あつたが,わ れわれが聞 くと早 口でその上スライ ドを
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使 うので困 らされた。

 講演懸 目は100余 でそれ らは大体次の4分 科に分け

られていた。なおその中の 日本人学者の講演は前に書

いたように31題 である。

 1.転 位酵素の作用機序

 2.酸 化還元酵素系

 3.蛋 白質及酵素の生成機構

 4.酉孝素と産業

 転位酵素 とは燐酸,ア ミノ基,メ チル基等を一つの

化合物か ら他の化合物へ移動することを媒介する酵素

である。酸化還元酵素系 とは水素及電子伝達系とも云

われ,燐 酸化 とも関連 してい る酵素機構である。蛋白

質及酵素の生成機構は生命 と関係ある蛋白質の起原の

問題で最 も興味のある問題である。酵素 と産業とい う

のは酵素の工業的応用 のことで食品工業 と関係の深い

問題である。

 各講演ごとに活澄な質問や コメン トがあつたが座長

のさばきはまことY'巧 妙であつた。

 今回の国際会議で筆者が感 じた事は先づ言葉の問題

で外国語の発音や抑揚に一層馴れ る必要があることを

痛感 した。次に外人学者の学会における態 度 で あ る

が,彼 等は十分に儀礼を重ん じてお り,日 本の学会で

よく見 られ る他人の説を懐柔す るよ うな態度は見受け

られなかつた。

 東京の会場には酵素に関する展示会があ り,そ こに

は 日本の学者が研究 した装置や酵素に関する図書等が

あつたが,最 もわれわれの目を惹いたのは酵素の結晶

であつた。かつて酵素は物質ではな く,イ オンの作用

であると考え られ ていた時代 もあつた。それが1926年

米国のSumnerが ウレアーゼを結晶させてか らは,

多数の酵素が結晶状に得 られ るよ うになつたのである

が,現 実に蛋白質分解微素や澱粉酵素な ど多数の酵素

が結晶 として国産顕微鏡の視野に映つていたのには新

たな感激を覚えた。聞 くところによると外人学者も大

いに賞讃 していた とい う事である。

 またわれわれの興味を引いた事は グル タミン酸発酵

である。 これは 特殊の 細菌 を 使つてketoglutaric

acidを つ くり,こ れをtransaminaseでL型 の グル

タ ミン酸に変える方式であ る。 グル タミン酸のソーダ

塩はいわゆる"味 の素"で 池 田菊苗博圭の発明による

もので真珠 と並ぶ 日本人の世界的な発明の1つ である

が これが発酵法で安価に生産 され るよ うにな るとすれ

ば実に…大進歩 と云わなけれ ばな らない。

 またephedr三neの 合成原料てあるphenylacetyl一
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carbinolが 酵母の醸酵作用によつて 生成す る事は既

に3り年前のNeubergの 研究であきらかにされたとこ

ろであ るが 日本新薬会社で これを好収量て製造す る事

に成巧Lた との事であつた。

 最後の閉会式は京大法経講堂で 行わ れ片桐 副会 長

が座長になつてs外 人学 者の感謝の辞についで,独 で

のLynen博 士が,"燐 酸回路 とパス トール効果"に つ

いてまた ソ聯のEllgelhardt博=f:は"組 織 と細胞に

おける酵素 と mcchanochemistry"と 云 う特別講演

を行つて,赤 堀教授の閉会の辞で終つた。

 その後 名地方で公開又は限 られた会員の非公式 シン

ポジウムが開催されたが,筆 者は大阪の電気会館での

"澱粉 とア ミラーゼこ の会に出席 した。 赤堀教授の

"タ カア ミラーゼAの 構造 と酵素作用"米 国のBall

博士の "ア ミラーゼの結晶化の進歩",印 度の Giri

博士の"酵 素による澱粉合成",二 国教授の"澱 粉粒

の微細構造",米 国の高峰研究所Underkofler博 士の

"細菌ア ミラーゼの工業的製造と利用法"な どの諸講
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演があつた。筆者 も戦時中納豆菌を利用 して酵素液を

つ くり糊抜き,脱 毛,植 物繊維や絹糸の精練をやった

事があるので,こ れについて簡単な追加講演を した。

講演終了後米国のSandestedt教 授か ら二国教授に送

られ てきた澱粉の糊化,澱 粉粒の消化 と構造に関す る

映画が上映 されたが,丁 度われわれが調理化学実験で

やるような澱粉粒の糊化の映画で,こ んな映画が学校

で も使えた ら,ず いぶん理解 に役立つ と思つた。

 国際酵素会議を回顧 して思 うことは,何 と云つても

かねてから報告や著書だけで知つていた著名な学者達

の顔を直接に見ることが出来,そ の人達の最高の レベ

ルの学術講演を直接聴 くことが出来た事についての云

い得ぬ感激である。 この感激は1人 筆者だけではな く

広 くわが国の学会全般にも非常な刺戟を興えたことと

思 うし,ま たその進歩にも今後大いに貢献する事であ

らうと信 じ,長 い間苦労 された準備委員の方々に感謝

の意を表 して筆を欄 く次第である。


